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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第１四半期連結
累計期間

第36期
第１四半期連結

累計期間
第35期

会計期間
自平成28年３月１日
至平成28年５月31日

自平成29年３月１日
至平成29年５月31日

自平成28年３月１日
至平成29年２月28日

売上高 （百万円） 107,649 112,502 430,795

経常利益 （百万円） 6,513 6,789 23,875

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 4,054 4,497 14,947

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 4,092 4,529 15,167

純資産額 （百万円） 139,291 151,728 148,782

総資産額 （百万円） 224,843 241,888 230,664

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 64.04 71.04 236.08

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 62.0 62.7 64.5

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成29年３月１日～平成29年５月31日）におけるわが国の経済は、企業収益や雇用

情勢の改善を背景に、緩やかな回復基調が続きました。一方、個人消費の伸びについては、社会保障などへの将来

不安や消費者物価の上昇等の影響もあり、力強さを欠いた状況となりました。

ドラッグストア業界を取り巻く経営環境につきましても、同業他社による積極的な出店や価格競争に加え、異業

種・異業態の参入、および、同質化した熾烈な競争も増加し、更に厳しい経営環境が続いております。

このような環境のなか、当社グループは、お客様ニーズ・競争環境の変化に迅速かつ的確に対応できる「営業体

制づくり」、「ウェルネスを基軸とした商品・サービスの拡充と売場づくり」、行政・団体・地元企業等と連携し

た「地域密着・深耕の推進」、地域ドミナント強化を目的とした「スクラップ＆ビルド・改装の実施」、当社が差

別的優位性を発揮する際の中核となる「人材の採用・育成の強化」などに積極果敢に取り組みました。

具体的には、

（１）お客様が欲しい商品を、地域の人々の生活スタイルに合わせて週次に売場で展開し「個店単位でのお客様

ニーズに合った売場づくり」を推進する、営業・商品・販促が三位一体となった「営業体制づくり」

（２）８種の美容成分配合の“コラーゲンドリンク”、植物性乳酸菌配合の“サプリメント”など、自社の柱と

なる「ＰＢ商品の開発・販売」

（３）“ウェルネスを推進するまちづくり”を目指し、西尾市・大府市との「包括協定の締結」、および、行

政・団体・地元企業等と連携した“健康フェア”、“健康教室”、“ウォーキング大会”などの実施と

いった「地域密着・深耕策の推進」

（４）優先出店エリアを定めた積極的な新規出店、小型店を大型化する増床改装など、中部圏強化の商勢圏づく

りを目的とした計画的かつ積極的な「スクラップ＆ビルド・改装の実施」

（５）将来の事業拡大の中核を担う「新入社員の積極採用」と実践・実学に基づく「キメの細かい教育・研修」

（６）行政・医療機関と連携した特定疾患向けの啓蒙・お薬手帳を活用した薬剤情報の一元管理サービスの提供

といった、「処方箋応需」の増加を目指す取り組み、および、昨年度に再創出した調剤システムを活用し

た「薬剤師業務の生産性向上」

等々に取り組んでまいりました。

店舗の出退店等につきましては、15店舗の新規出店、21店舗の中・大型改装、５店舗の閉店を実施してまいりま

した。これにより、当第１四半期末における店舗数は1,058店舗（前期末比 10店舗増）となりました。

以上の結果、売上高は 1,125億２百万円（前年同期比 4.5％増、48億53百万円増）、売上総利益は 320億４百万

円（同 8.9％増、26億10百万円増）、販売費及び一般管理費は 254億76百万円（同 9.7％増、22億48百万円増）、

営業利益は 65億28百万円（同 5.9％増、３億61百万円増）、経常利益は 67億89百万円（同 4.2％増、２億75百万

円増）、これに伴い、親会社株主に帰属する四半期純利益は 44億97百万円（同 10.9％増、４億42百万円増）とな

りました。

 

なお、当社の事業セグメントは単一セグメントですので、セグメント別の記載は省略しております。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）

（平成29年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年７月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 63,330,838 63,330,838

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

100株

計 63,330,838 63,330,838 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年３月１日～

平成29年５月31日
－ 63,330,838 － 15,434 － 24,632

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成29年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  16,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 63,270,500 632,705 －

単元未満株式 普通株式    43,938 － －

発行済株式総数 63,330,838 － －

総株主の議決権 － 632,705 －

(注) 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年５月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

スギホールディングス

株式会社

愛知県安城市三河安城町一

丁目８番地４
16,400 － 16,400 0.02

計 － 16,400 － 16,400 0.02

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は16,559株、その発行済株式総数に対する所有株式数の割合

は0.02％となっております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年３月１日から平

成29年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年３月１日から平成29年５月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年２月28日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 66,425 75,588

売掛金 15,208 17,608

有価証券 15,000 15,000

商品 49,990 50,249

その他 10,764 9,550

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 157,387 167,995

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 33,255 33,986

その他（純額） 12,775 12,477

有形固定資産合計 46,031 46,464

無形固定資産 3,242 3,280

投資その他の資産   

差入保証金 17,442 17,473

その他 6,618 6,733

貸倒引当金 △57 △57

投資その他の資産合計 24,003 24,149

固定資産合計 73,277 73,893

資産合計 230,664 241,888
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年２月28日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年５月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 48,661 54,170

未払法人税等 1,897 1,618

賞与引当金 907 2,391

その他 19,204 20,657

流動負債合計 70,670 78,838

固定負債   

退職給付に係る負債 4,580 4,669

資産除去債務 4,150 4,231

その他 2,480 2,420

固定負債合計 11,211 11,321

負債合計 81,882 90,160

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,434 15,434

資本剰余金 24,632 24,632

利益剰余金 108,856 111,771

自己株式 △46 △46

株主資本合計 148,877 151,791

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 82 92

退職給付に係る調整累計額 △178 △155

その他の包括利益累計額合計 △95 △62

純資産合計 148,782 151,728

負債純資産合計 230,664 241,888
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年５月31日)

売上高 107,649 112,502

売上原価 78,254 80,497

売上総利益 29,394 32,004

販売費及び一般管理費 23,227 25,476

営業利益 6,166 6,528

営業外収益   

固定資産受贈益 78 97

受取賃貸料 316 375

その他 234 128

営業外収益合計 629 601

営業外費用   

賃貸収入原価 240 268

その他 41 71

営業外費用合計 282 339

経常利益 6,513 6,789

特別損失   

減損損失 26 84

特別損失合計 26 84

税金等調整前四半期純利益 6,487 6,705

法人税、住民税及び事業税 1,937 2,647

法人税等調整額 495 △439

法人税等合計 2,433 2,207

四半期純利益 4,054 4,497

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,054 4,497
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年５月31日)

四半期純利益 4,054 4,497

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 13 9

退職給付に係る調整額 24 22

その他の包括利益合計 37 32

四半期包括利益 4,092 4,529

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,092 4,529
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年５月31日）

減価償却費 1,268百万円 1,464百万円

 

（追加情報）

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日)を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年５月31日）

 配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月５日

取締役会
普通株式 1,582 25 平成28年２月29日 平成28年５月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年５月31日）

 配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月11日

取締役会
普通株式 1,582 25 平成29年２月28日 平成29年５月24日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは「ドラッグ・調剤事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 64円04銭 71円04銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
4,054 4,497

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
4,054 4,497

普通株式の期中平均株式数（千株） 63,314 63,314

(注) 　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

（剰余金の配当）

平成29年４月11日開催の取締役会において、剰余金の配当につき次のとおり決議いたしました。

（1）配当金の総額 　1,582百万円

（2）１株当たり配当金 　25円00銭

（3）基準日 平成29年２月28日

（4）効力発生日 　平成29年５月24日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２９年７月１１日

スギホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 松井　夏樹　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 三浦　宏和　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスギホール

ディングス株式会社の平成２９年３月１日から平成３０年２月２８日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平

成２９年３月１日から平成２９年５月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２９年３月１日から平成２９年５

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括

利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スギホールディングス株式会社及び連結子会社の平成２９年５月３１

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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